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第４章 消費者の利用する店と通信販売 
 
 

 

○ 主に買物をする店は、「総合スーパー」（２９．５％）、「郊外型専門店」 

（１６．４％）、「百貨店」（１２．０％）となっている。 

  ◆ １位から３位までの順位は前回と変わらないが、「総合スーパー」が減少し、 

「郊外型専門店」や「食品スーパー」などが増加している。 

 

○ 通信販売を利用する割合は７７．３％となっている。 

 ◆ 利用媒体は、カタログ販売が６９．４％で最も多い。また、インターネット 

のウェブサイトを利用するものが、大幅に伸びている。 

 

 
 

図表４－１ 主に買物をする店【商品総合、県全体】 
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１ 主に買物をする店 

  この設問は、日ごろ買物をしている店の種類を尋ねるもので、前回から調査に加えたもの

である。今回は更に進め、「新聞・雑誌・カタログ販売」や「（生協等が行う）共同購入」な

ど店舗以外の購入を選択肢に加えた。 

  「総合スーパー」は、商品総合（全買物品目）、商品群別（Ａ群～Ｅ群）のどれをとって

も上位で、基本的に順位には変動はないが、割合は総じて減少している。また、店舗以外の

購入は、５つの合計でもＡ群の４．８％が最高で、買物の主な形態としては低い水準にとど

まっている。 

  なお、店舗以外の購入の数字は小さいため、「店以外」の合計を参考に図表に掲載した。 

 

（１）商品総合（全買物品目） 

県全体では、第１位「総合スーパー」（２９．５％）、第２位「郊外型専門店」 

（１６．４％）、第３位「百貨店」（１２．０％）となっている。第１位の「総合スーパー」

が３４．１％から４．６ポイント減少する一方で、第２位の「郊外型専門店」は 

１３．４％から、第６位の「食品スーパー」は６．９％から、それぞれ３ポイント程度増

加している。（６９頁に続く。） 

 

 

図表４－２ 主に買物をする店【商品総合（全買物品目）】 

               （％） 

           

              地  区 

  

店の種類 

県
全
体 

京
浜
東
北 

東
部
Ⅰ 

東
部
Ⅱ 

西
部
Ⅰ 

西
部
Ⅱ 

北
部
Ⅰ 

北
部
Ⅱ 

秩
父 

前
回
調
査 

 総合スーパー 29.5 34.4 29.5 30.3 28.6 23.7 26.9 24.7 13.6 34.1

 郊外型専門店 16.4 14.8 16.7 18.1 16.3 18.0 17.7 21.1 14.4 13.4

 百貨店 12.0 12.0 10.1 8.7 12.7 14.0 11.7 12.0 21.3 13.2

 一般の商店 9.9 9.1 10.8 10.6 9.9 9.6 9.9 9.7 15.8 12.2

 ホームセンター 9.7 7.7 10.2 10.6 9.9 11.0 11.9 11.2 12.4 8.9

 食品スーパー 9.6 8.9 8.8 8.4 9.2 11.5 12.1 10.3 11.8 6.9

 ドラッグストア 5.6 5.5 6.0 5.9 5.5 5.8 5.2 5.8 5.1 4.5

 ディスカウントストア 3.8 4.2 4.7 4.3 4.4 2.7 1.7 1.6 1.7 5.4

 新聞・雑誌 カタログ販売※ 1.3 1.2 1.2 1.3 1.4 1.4 1.1 1.4 1.5 ― 

 宅配サービス※ 0.7 0.7 0.5 0.6 0.7 0.8 0.6 0.7 0.6 ― 

 インターネットショッピング※ 0.5 0.6 0.5 0.3 0.5 0.5 0.4 0.4 0.6 ― 

 共同購入※ 0.5 0.5 0.5 0.4 0.5 0.6 0.4 0.7 0.5 ― 

 コンビニエンスストア 0.4 0.4 0.4 0.4 0.3 0.3 0.4 0.4 0.6 0.1

 テレホンショッピング※ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 ― 

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（内 ※店以外） 3.0 3.0 2.7 2.6 3.2 3.3 2.5 3.2 3.2 ― 
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地区別にみると、秩父地区では、第１位は「百貨店」（２１．３％）、第２位は「一般の

商店」（１５．８％）となるなど、県全体の傾向と大きく異なっている。 

秩父地区以外では、第３位から第６位の４つ（「百貨店」、「一般の商店」、「ホームセン

ター」、「食品スーパー」）については、地区によって順位が異なっている。 

 

（２）Ａ群（食料品、日用雑貨等） 

県全体では、第１位「食品スーパー」（４７．４％）、第２位「総合スーパー」（２１.０％）、

第３位「ドラッグストア」（９．５％）となっている。「ドラッグストア」は、「ホームセ

ンター」（５．８％）を抜いて、前回の第４位から第３位となった。また、「店以外」は 

４．８％で、「ディスカウントストア」（４．７％）を上回っている。 

地区別にみると、北部Ⅰ地区で、「ホームセンター」が「ドラッグストア」を上回って

第３位になっている。また、秩父地区では「総合スーパー」（４．０％）は低く、「ホーム

センター」（１１．７％）が第２位となるなど異なる点がみられる。 

なお、「店以外」は４．８％で、商品群の中ではＡ群が最も高い。 

 

 

図表４－３ 主に買物をする店【Ａ群（食料品、日用雑貨等）】 

          （％） 

           

              地  区 

  

店の種類 

県
全
体 

京
浜
東
北 

東
部
Ⅰ 

東
部
Ⅱ 

西
部
Ⅰ 

西
部
Ⅱ 

北
部
Ⅰ 

北
部
Ⅱ 

秩
父 

前
回
調
査 

 食品スーパー 47.4 44.4 43.8 43.3 44.0 54.4 59.7 53.0 60.5 43.4

 総合スーパー 21.0 24.7 23.3 22.1 24.0 15.4 11.3 13.9 4.0 22.7

 ドラッグストア 9.5 9.6 11.0 10.5 8.3 9.4 8.1 10.5 6.9 6.8

 ホームセンター 5.8 4.0 5.9 6.6 5.3 6.8 8.9 8.9 11.7 8.3

 ディスカウントストア 4.7 6.0 4.8 7.3 5.9 1.9 1.5 1.6 0.6 5.7

 一般の商店 3.3 3.0 4.2 3.0 4.1 2.1 2.8 3.1 6.4 3.2

 宅配サービス※ 2.8 2.9 2.1 2.7 2.9 3.7 2.5 2.7 2.7 ― 

 共同購入※ 2.0 2.0 1.9 1.7 2.2 2.4 1.7 2.5 2.4 ― 

 コンビニエンスストア 1.8 1.7 1.9 2.0 1.6 1.6 2.2 1.8 2.6 0.3

 百貨店 1.5 1.6 0.9 0.8 1.7 2.1 1.2 1.7 1.8 1.2

 郊外型専門店 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.2 0.1 0.0 0.2 0.1

 新聞・雑誌 カタログ販売※ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.2 0.2 ― 

 インターネットショッピング※ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ― 

 テレホンショッピング※ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ― 

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（内 ※店以外） 4.8 4.9 4.0 4.4 5.1 6.1 4.3 5.4 5.3 ― 
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（３）Ｂ群（洋服、衣類等） 

県全体では、第１位「総合スーパー」（４７．２％）、第２位「百貨店」（２２．０％）、

第３位「郊外型専門店」（１４．６％）となっている。「郊外型専門店」は「一般の商店」

（６．７％）を抜いて、前回の第４位から第３位となった。 

地区別にみると、東部Ⅱ地区で、「郊外型専門店」（１８．１％）が「百貨店」 

（１６．３％）を上回って第２位となっている。また、秩父地区では、「百貨店」 

（４２．０％）が、「総合スーパー」（２８．３％）を上回って最も多いなど異なる点がみ

られる。 

 

図表４－４ 主に買物をする店【Ｂ群（洋服、衣類等）】 

           （％） 

            

              地  区 

  

店の種類 

県
全
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京
浜
東
北 

東
部
Ⅰ 

東
部
Ⅱ 

西
部
Ⅰ 

西
部
Ⅱ 

北
部
Ⅰ 

北
部
Ⅱ 

秩
父 

前
回
調
査 

 総合スーパー 47.2 51.7 49.3 49.5 45.1 40.1 46.6 43.2 28.3 56.8

 百貨店 22.0 21.4 18.3 16.3 22.9 24.9 23.3 22.5 42.0 23.8

 郊外型専門店 14.6 12.1 14.9 18.1 14.2 17.3 15.0 19.9 14.4 5.5

 一般の商店 6.7 5.7 7.5 7.5 6.8 7.4 7.0 7.2 8.0 8.2

 新聞・雑誌 カタログ販売※ 2.7 2.6 2.7 2.8 2.9 2.9 2.0 2.5 3.2 ― 

 ディスカウントストア 2.2 2.4 3.1 2.7 2.6 1.4 1.2 0.9 0.7 2.8

 ホームセンター 2.1 1.7 2.2 1.7 2.5 2.7 2.4 2.2 2.1 1.1

 食品スーパー 1.1 0.9 0.8 0.4 1.7 2.2 1.4 0.2 0.3 1.2

 インターネットショッピング※ 0.6 0.8 0.7 0.4 0.6 0.5 0.5 0.6 0.6 ― 

 宅配サービス※ 0.3 0.3 0.2 0.2 0.4 0.3 0.3 0.3 0.1 ― 

 共同購入※ 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.4 0.2 ― 

 テレホンショッピング※ 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 ― 

 ドラッグストア 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0

 コンビニエンスストア 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（内 ※店以外） 3.9 4.0 3.9 3.6 4.2 4.0 3.0 3.8 4.1 ― 
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（４）Ｃ群（靴、かばん等） 

県全体では、第１位「総合スーパー」（４２．６％）、第２位「百貨店」（３１．３％）、

第３位「郊外型専門店」（１２．８％）となっている。 

地区別にみると、西部Ⅰ地区と西部Ⅱ地区で、第１位の「総合スーパー」と第２位の「百

貨店」との差は５ポイント未満で、他の地区に比べて差が小さくなっている。また、秩父

地区では、「百貨店」（４２．７％）が、「総合スーパー」（２５．２％）を上回って最も多

いなど異なる点がみられる。 

 

図表４－５ 主に買物をする店【Ｃ群（靴、かばん等）】 
                （％） 

           

              地  区 

  

店の種類 

県
全
体 

京
浜
東
北 

東
部
Ⅰ 

東
部
Ⅱ 

西
部
Ⅰ 

西
部
Ⅱ 

北
部
Ⅰ 

北
部
Ⅱ 

秩
父 

前
回
調
査 

 総合スーパー 42.6 46.8 41.7 48.6 38.1 35.7 47.1 44.3 25.2 47.7

 百貨店 31.3 32.4 28.7 22.8 33.4 34.1 28.6 30.2 42.7 30.1

 郊外型専門店 12.8 9.8 14.4 14.0 14.0 15.8 11.5 14.9 17.4 8.5

 一般の商店 6.2 4.6 7.9 7.3 6.4 6.5 6.8 5.5 9.3 7.9

 ディスカウントストア 2.5 2.3 3.3 3.7 2.6 2.2 1.3 0.6 2.2 4.2

 新聞・雑誌 カタログ販売※ 2.1 2.0 1.8 2.1 2.5 2.3 1.8 2.0 1.4 ― 

 インターネットショッピング※ 0.9 1.0 1.0 0.7 0.8 0.7 0.9 0.7 0.6 ― 

 食品スーパー 0.7 0.6 0.5 0.2 1.0 1.4 1.0 0.2 0.2 0.8

 ホームセンター 0.6 0.3 0.4 0.6 0.9 1.0 0.6 1.2 0.4 0.6

 宅配サービス※ 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.0 0.3 ― 

 共同購入※ 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.5 0.0 ― 

 コンビニエンスストア 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0

 テレホンショッピング※ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 ― 

 ドラッグストア 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（内 ※店以外） 3.2 3.1 3.0 2.9 3.5 3.2 3.0 3.2 2.3 ― 
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（５）Ｄ群（家具、家電等） 

県全体では、第１位「郊外型専門店」（３７．６％）、第２位「ホームセンター」 

（２８．７％）、第３位「総合スーパー」（９．９％）となっている。「総合スーパー」は、

「一般の商店」や「ディスカウントストア」の減少によって、前回の第５位から第３位と

なった。 

地区別にみると、京浜東北地区、北部Ⅰ地区、北部Ⅱ地区、秩父地区の４つで、「一般

の商店」が１０％以上で比較的高く、中でも秩父地区では１７．６％で第３位となってい

る。また、秩父地区では、「ホームセンター」（３７．１％）が「郊外型専門店」 

（２６．３％）を上回って最も多いなど異なる点がみられる。 

 

 

図表４－６ 主に買物をする店【Ｄ群（家具、家電等）】 
                 （％） 

           

              地  区 

  

店の種類 

県
全
体 

京
浜
東
北 

東
部
Ⅰ 

東
部
Ⅱ 

西
部
Ⅰ 

西
部
Ⅱ 

北
部
Ⅰ 

北
部
Ⅱ 

秩
父 

前
回
調
査 

 郊外型専門店 37.6 38.9 35.4 41.6 37.2 37.5 37.0 39.1 26.3 35.3

 ホームセンター 28.7 21.4 31.8 31.8 28.8 32.5 38.3 29.6 37.1 24.4

 総合スーパー 9.9 14.1 8.7 7.5 9.7 7.4 5.6 7.2 1.9 10.1

 一般の商店 9.8 10.8 8.7 8.5 8.7 8.6 10.4 12.1 17.6 13.2

 ディスカウントストア 6.9 7.6 9.2 5.6 8.0 5.6 2.6 2.6 4.6 11.9

 百貨店 4.1 4.4 3.2 2.8 4.1 4.6 3.3 6.1 9.3 4.4

 新聞・雑誌 カタログ販売※ 1.6 1.5 1.5 1.3 1.8 1.9 1.4 2.1 1.9 ― 

 インターネットショッピング※ 0.6 0.6 0.5 0.4 0.7 0.8 0.6 0.4 0.8 ― 

 食品スーパー 0.4 0.4 0.5 0.2 0.4 0.5 0.5 0.3 0.2 0.3

 ドラッグストア 0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.0 0.2

 宅配サービス※ 0.1 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1 0.3 0.0 ― 

 コンビニエンスストア 0.1 0.0 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.1 0.1 0.1

 テレホンショッピング※ 0.1 0.1 0.1 0.0 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 ― 

 共同購入※ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0 0.1 ― 

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（内 ※店以外） 2.4 2.3 2.1 1.7 2.7 2.8 2.3 2.8 2.8 ― 
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（６）Ｅ群（文房具、化粧品、スポーツ用品等） 

県全体では、第１位「総合スーパー」（２４．４％）、第２位「郊外型専門店」 

（１９．７％）、第３位「一般の商店」（１７．６％）となっている。「郊外型専門店」

と「一般の商店」の順位が前回と入れ替わった。 

地区別にみると、西部Ⅱ地区、北部Ⅰ地区、北部Ⅱ地区の３つで、「郊外型専門店」が「総

合スーパー」を上回って、第１位となっている。また、秩父地区では、「一般の商店」 

（２９．３％）が、「総合スーパー」（８．５％）や「郊外型専門店」（１６．９％）等を

上回って最も多いなど異なる点がみられれる。 

 

 

図表４－７ 主に買物をする店【Ｅ群（文房具、化粧品、スポーツ用品等）】 
      （％） 

           

              地  区 

  

店の種類 

県
全
体 

京
浜
東
北 

東
部
Ⅰ 

東
部
Ⅱ 

西
部
Ⅰ 

西
部
Ⅱ 

北
部
Ⅰ 

北
部
Ⅱ 

秩
父 

前
回
調
査 

 総合スーパー 24.4 30.8 22.2 23.5 23.1 18.6 22.9 17.6 8.5 23.2

 郊外型専門店 19.7 16.9 20.8 19.8 19.5 21.3 23.8 28.9 16.9 19.1

 一般の商店 17.6 16.1 19.1 19.6 17.5 17.2 17.0 16.1 29.3 20.9

 ホームセンター 12.8 11.1 13.0 14.1 13.2 14.2 13.6 15.1 14.7 12.4

 ドラッグストア 12.0 11.7 12.3 12.4 12.1 12.5 11.5 11.8 12.1 11.0

 百貨店 7.8 7.7 6.3 5.5 8.4 10.3 6.9 6.5 14.3 6.9

 ディスカウントストア 3.5 3.6 4.5 3.6 4.1 3.2 2.0 2.0 1.7 5.3

 食品スーパー 0.8 0.7 0.7 0.3 0.9 1.3 1.1 0.5 0.6 0.8

 インターネットショッピング※ 0.6 0.7 0.6 0.4 0.6 0.8 0.4 0.5 0.8 ― 

 新聞・雑誌 カタログ販売※ 0.4 0.4 0.3 0.4 0.4 0.4 0.5 0.6 0.7 ― 

 宅配サービス※ 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 ― 

 共同購入※ 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 ― 

 コンビニエンスストア 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

 テレホンショッピング※ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ― 

計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

（内 ※店以外） 1.2 1.3 1.1 1.1 1.2 1.4 1.1 1.4 1.6 ― 
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２ 通信販売の利用 
（１）通信販売の利用状況 

県全体では、通信販売を利用している割合は、前回の７１．９％から５．４ポイント増

加し、７７．３％になった。また、利用頻度は、「半年に１回程度」（４５．２％）が最も

多く、「月１回以上」（１６．５％）、「２か月に１回程度」（１５．６％）と続いている。

「２か月に１回程度」以上の利用は、前回の１７．３％から１４．８ポイント増加して 

３２．１％となって、利用している割合、利用頻度ともに増加している。 

地区別にみても、「利用している」は、どの地区でも７０％を超える高い水準にある中

で、秩父地区（７９．２％）が最も高くなっている。 

 

 

図表４－８ 通信販売の利用状況【全媒体】 
     （％） 

利用している 利用していない 

       

 
   利用状況  

   

 

 

 

 

  

地  区      

月
１
回
以
上 

２
か
月
に
１
回
程
度 

半
年
に
１
回
程
度 

小
計 

利
用
し
な
い 

今
後
利
用
し
た
い 

利
用
し
て
い
な
い
が 

小
計 

無
回
答 

計 

京浜東北 17.1 16.0 44.7 77.8 17.6 0.6 18.1 4.0 100.0

東 部 Ⅰ     16.9 15.3 45.9 78.2 17.0 0.8 17.8 4.0 100.0

東 部 Ⅱ     13.7 15.5 46.2 75.4 19.0 0.9 19.9 4.7 100.0

西 部 Ⅰ     16.1 15.0 45.7 76.8 17.9 0.7 18.6 4.6 100.0

西 部 Ⅱ     18.2 15.7 44.9 78.8 16.6 0.7 17.3 3.9 100.0

北 部 Ⅰ     14.7 15.0 44.9 74.6 19.0 1.0 20.0 5.4 100.0

北 部 Ⅱ     15.6 15.6 44.8 75.9 17.0 1.2 18.2 5.8 100.0

秩 父     16.5 18.9 43.8 79.2 15.0 1.0 16.0 4.9 100.0

県 全 体 16.5 15.6 45.2 77.3 17.6 0.7 18.3 4.4 100.0

前回調査 ― 17.3 54.6 71.9 21.0 3.1 24.1 3.9 100.0
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（２）媒体別の利用状況 
利用状況を媒体別に集計すると、県全体では、第１位「カタログ販売」（６９．４％）、

第２位「インターネットショッピング」（２３．７％）、第３位「新聞・雑誌（折り込みチ

ラシ含む）」（１９．６％）となっている。「インターネットショッピング」は、「新聞・雑

誌」や「テレホンショッピング」を抜いて、前回の第４位（最下位）から第２位となった。 

インターネットのウェブサイトを利用する通信販売は、「インターネットショッピング」

が、前回の４．９％から２３．７％へと１８．８ポイント増加し、新規の「インターネッ

トオークション」が１２．５％となるなど、大幅に伸びている。また、「インターネット

ショッピング」では、第１位の京浜東北地区（２６．３％）と最下位の北部Ⅱ地区（１７．

７％）との差は、８．６ポイントとなっている。他の媒体と比較してばらつきがあり、利

用率の上昇とともに今後が注目される。 

地区別にみると、北部Ⅰ地区や北部Ⅱ地区では、「新聞・雑誌」が「インターネット 

ショッピング」を上回って、第２位になっている。 

 

 

図表４－９ 媒体別の利用状況【複数回答】 
  （％）    

   媒  体 
 
地  区     

ｶﾀﾛｸﾞ 

販売 
ﾃﾚﾎﾝ 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

ｵｰｸｼｮﾝ

（新） 

新聞 

･雑誌 

京浜東北 69.4 9.6 26.3 13.5 19.3 

東 部 Ⅰ     69.7 9.8 23.5 14.2 21.4 

東 部 Ⅱ     68.7 7.8 21.7 11.0 17.9 

西 部 Ⅰ     69.4 8.6 22.9 11.8 18.8 

西 部 Ⅱ     70.5 10.7 24.8 12.2 20.6 

北 部 Ⅰ     66.8 9.5 19.0 9.5 20.2 

北 部 Ⅱ     67.8 9.4 17.7 9.0 20.4 

秩 父     73.5 8.6 22.0 14.2 17.1 

県 全 体 69.4 9.4 23.7 12.5 19.6 

前 回 66.8 9.6 4.9 ― 19.7 
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（３）主に買物をする人の年齢等による違い  

主に買物をする人の年齢別にみると、「インターネットショッピング」や「インターネ

ットオークション」では年齢が低くなるにつれて、「テレホンショッピング」では、年齢

が高くなるにつれて利用率が高くなっている。 
主に買物をする人の有職・無職の別でみると、いずれも差は少ないもの、「カタログ販

売」では無職の利用率が高く、それ以外では有職の利用率が高い。 
 

図表４－１０ 媒体別の利用状況（年齢別）【複数回答】 
                                   （％） 
    媒 体

年 齢 

ｶﾀﾛｸﾞ 

販売 
ﾃﾚﾎﾝ 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

ｵｰｸｼｮﾝ 

（新） 

新聞･雑誌 

～２０歳代 69.9 8.3 24.7 19.0 18.5 

３ ０ 歳 代 71.4 9.0 24.6 13.6 19.5 

４ ０ 歳 代 66.3 10.2 22.4 9.2 20.5 

５０歳以上 54.8 12.2 15.6 7.2 19.9 

  県  全  体 69.4 9.4 23.7 12.5 19.6 

前     回 66.8 9.6 4.9 ― 19.7 

 
 

            図表４－１１ 媒体別の利用状況（有職・無職の別）【複数回答】 
 （％） 

媒 体

 
有職・無職 

ｶﾀﾛｸﾞ 

販売 
ﾃﾚﾎﾝ 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

ｵｰｸｼｮﾝ 

（新） 

新聞･雑誌 

有   職 68.3 9.6 24.1 13.5 20.2 

無   職 70.8 9.3 23.5 11.7 19.3 

県 全 体 69.4 9.4 23.7 12.5 19.6 

前   回 66.8 9.6 4.9 ― 19.7 

 


